
MIPピーク位置の決定精度向上のための
フィッティング⼿法の改善についての進捗

2024/12/17 NWU M1 ⽯垣 優⾐

2024/12/17 1



研究⽬的・背景

[Topic]ppデータを⽤いたMIPピーク位置の時間変化を調べる
• 放射線ダメージがシリコンセンサーの空乏層をfullにするために必要なバ

イアス電圧を増やす。ppデータを取る際INTTのバイアス電圧は⼀定
(100V)。放射線ダメージが⼤きければMIPピーク位置が下がるはず。

[現状の⽬標] MIPピーク位置の決定精度を上げる。そのためにカットを加
え、zvtxの位置決定精度を上げ、データに適したフィッティングを⾏う。
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workshopでの進捗

• ADC分布のsecond peak、
third peakのカットを⾏った。

• Roofitと呼ばれるツールを⽤い
て、ADC分布にガウスとラン
ダウの畳み込みを⽤いた
フィッティングを⾏った。
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workshop時点での問題点
• Roofitではカイスクエア/ndfの値をう

まく算出できず、フィット結果の⽐較
が難しかった。

(なぜlandauだけじゃダメなのか？とい
う問いにうまく答えられない)

→rootが提供しているチュートリアル
コードを⽤いてfitをやり直した。Roofit、
landau fitとの⽐較を⾏った。

• コードの中でランダウ、ガウスの関数
をマクロの中で定義し、畳み込んで
フィッティングをした。

[⽤いたチュートリアルコード] 
https://root.cern/doc/v634/langaus_8C.html
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fitting結果

⾚:fittingの線
緑:gaus
⻘:landau

Fit結果は以下のようになった

右のコードは成分を分けてConvolution functionの中⾝のガウスとランダウを表⽰
させてみた。
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Landauのみでfitした時との⽐較

Landauでのfittingを⼀緒に表⽰させて⽐較した
→ランダウ単体のフィットと⽐較して、ピーク位置が右にシフトしている
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⾓度別に⾒たfitting(視覚的な⽐較)

ピーク位置が右にシフトしている
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カイスクエア/ndfによる⽐較

30<θ<40 40<θ<50 50<θ<60 60<θ<70 70<θ<80 80<θ<90

畳み込みの
フィッティ
ング

42 50 68 49 46 52

ランダウの
みのフィッ
ティング

392 300 235 141 120 115

• 畳み込みした後もカイスクエア/ndfは⼤きいが、コンボリューションを使⽤した
フィットの⽅がカイ⼆乗値/ndfの値が低い。

• ランダウガウスのコンボリューション関数を使った⽅がフィッティング精度が向上し
ている。

ランダウ分布のみでフィットした場合と、ランダウとガウス分布をコンボリューションした場合のカイ
スクエア/ndfの値をθごとに⽐較した。
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Roofitの結果

roofit Landau➕gaus

MPV 81.7 82.39
Gaus sigma 23.23 24.9

roofitの結果と今回作ったconvolution fit
を⽐較した。MIP、sigmaの値は同じよ
うな値を取った？
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⾚:畳み込みのフィッティング
緑:畳み込みの中⾝のガウス
⻘:畳み込みの中⾝のランダウ
紫:ランダウだけのフィット

(ランダウだけのフィッティング)

(畳み込みのフィッティング)



⾓度別Roofit
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まとめ・今後
•新しく作ったfitはランダウ単体でのfitよりもカイ⼆乗値が低く
出たので、畳み込みのフィッティングはデータに対してより適
したフィットであるとわかった。しかし依然としてカイスクエ
ア/ndfの値が⼤きいのが気になる。

[今後]
• Z_vtxの導⼊
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⾓度別に⾒たfitting
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code
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⾓度別に⾒たfitting

ピーク位置が右にシフトしている
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